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研究成果の概要（和文）： 
本研究課題は、北東シベリアのコリマ川上流域で話されるコリマ・ユカギール語について、

現地調査による一次資料の収集と整理・分析をおこなうこと、さらに、一次資料の整理・分析

と整理にもとづき、文法の記述研究をおこなうことを目的としたものである。研究実施期間の

4 年の間に、ロシア、マガダン州およびトムスク州において 4 度の調査を実施し、コリマ・ユ
カギール語の言語資料と日本国内では入手困難な文献資料、また、ソ連時代の現地少数民族の

言語状況に関する資料を収集した。本研究により得られたこのような一次資料は、コリマ・ユ

カギール語が存続の危機に瀕していること、すなわち、流暢な話者が少数の高齢者に限られて

いることから考えて、非常に高い価値を持つものと言える。 
	 記述研究に関しては、研究実施機関内に音韻論から形態論、統語論までをカバーする文法構

造の全体像をまとめたほか、いくつかの個別の問題 ̶ （a）クリティック（倚辞）の認定の問
題、（b）関係節構造と関係節に現れる動詞分詞形の用法、（c）いわゆる名詞句外所有の構造 ̶ を
とりあげて考察をおこなった。これら個々の研究は、いずれもコリマ・ユカギール語の文法研

究に新たな知見をもたらすものであったと言えるであろう。 
	 今後はこの研究課題をさらに発展させ、資料の共有を図るとともに、通言語的・類型論的視

点からも様々な文法現象に関する考察をおこなっていきたい。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This	 research	 project	 was	 aimed	 to	 collect	 data	 and	 conduct	 the	 descriptive	 study	 of	 
the	 Kolyma	 Yukaghir	 language	 through	 fieldwork.	 During	 the	 4-year	 period,	 I	 have	 conducted	 
four	 fieldtrips	 to	 Magadan	 and	 Tomsk	 Regions	 of	 Russia.	 In	 these	 fieldtrips,	 I	 was	 able	 
to	 collect	 primary	 data	 of	 the	 language	 and	 get	 ahold	 of	 publications	 that	 were	 difficult	 
to	 obtain	 in	 Japan;	 further,	 I	 was	 able	 to	 research	 the	 linguistic	 situation	 among	 the	 
minorities	 from	 the	 Soviet	 era.	 These	 linguistic	 data	 are	 invaluable,	 because	 the	 number	 
of	 speakers	 of	 this	 language	 is	 currently	 rather	 limited.	 
	 As	 regards	 the	 descriptive	 study,	 I	 was	 able	 to	 write	 the	 grammatical	 overview	 and	 
investigate	 such	 special	 issues	 as	 the	 difference	 between	 a	 word	 and	 clitic,	 and	 as	 well	 
as	 that	 between	 a	 clitic	 and	 an	 affix,	 the	 relative	 clause	 structure	 and	 the	 usage	 of	 
the	 participle	 forms,	 the	 external	 possession	 construction,	 etc.	 
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者がこれまでに研究対象とし、現

地調査を続けてきたコリマ・ユカギール語は、
世界的に見ても少数の研究者しかおらず、ま
た、話者の高齢化と減少がかなりの程度進ん
でいる。ユカギール語は近隣のいずれの言語
とも系統関係を持たないが、かつてシベリア
のかなり広い地域に分布していたことが分
かっており、この地域における諸言語の言語
的接触や歴史的関係に関する研究において
も重要な位置を占める言語である。このよう
なことから、この言語の一次資料を収集・保
存すること、文法構造の総合的な記述を進め
ることは、急務の課題であった。 
 
 
２．研究の目的 
上述のような背景から、本研究課題では、

研究の立ち後れているコリマ・ユカギール語
について、 
 
(1) 現地調査をおこなって語彙や例文、テキ
ストなどの一時資料を収集し、その分析と整
理を進め、今後の言語研究の基盤となるデー
タの拡充を図ること、 
 
(2) 全体的な文法構造の把握に努めながら、
非定形動詞の機能といったこれまでに明ら
かでなかったいくつかの特定の問題をとり
あげ、記述研究をおこなうこと 
 
の 2つの点を主な目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
研究の目的（1）と（2）のそれぞれについ

て次のような研究方法をとった。	 
	 
(1)	 年度毎に現地調査を実施し、一次資料を
収集する。この資料に、研究代表者がこれま
でに収集した資料、および、国内外で出版さ
れた言語資料を加え、コンピュータ上で扱え
るように電子化し、調査地、話者名といった
情報と文法分析、翻訳を付加して、データベ
ースを作ってゆく。	 
	 
(2)	 上記(1)に基づき、文法構造の全体像の
記述をまとめてゆく。その際には、非定形動
詞の機能のほかにも、これまでの記述研究に
よって明らかにされてこなかった問題を把
握し、それを重点的に調べながら分析・考察

を進める。	 
	 
	 
４．研究成果	 
①	 2007 年度：	 
	 7 月～8 月にロシア、マガダン州セイムチ
ャンとサハ共和国ネレムノエで現地調査を
実施し、民話 3編を含むテキストの音声資料
の収集、語彙調査、形態論と統語論に関する
聞き取り調査をおこなった。音声資料につい
ては、デジタル形式で録音をおこない、今後
の利用と公開に備えた。調査で得られたテキ
スト資料を文字化し、形態素分析をおこなっ
た。	 
また、コリマ・ユカギール語の倚辞（付属

語）の問題をとりあげ、その認定の基準、す
なわち自立語や接辞と倚辞との違い、倚辞と
認定できる要素の機能について分析と考察
をおこなった。この成果は、論文「コリマ・
ユカギール語の倚辞について」として発表し
た（「主な発表論文など」の雑誌論文⑤を参
照）。	 
	 
②	 2008 年度：	 
	 8 月にロシア、マガダン州マガダン市で現
地調査を実施し、研究代表者がこれまでの調
査で蓄積してきた民話などの談話資料の分
析・解釈の確認、新たな音声資料の録音をお
こなった。	 
	 文法構造の全体像を記述する作業を、これ
までにまとめた研究成果を見直しつつ進め、
学位請求論文としてまとめた（「主な発表論
文など」の雑誌論文④を参照）。また、上記
研究の一部を一般向けの図書『ニューエクス
プレス・スペシャル	 日本語の隣人たち』（「ユ
カギール語の世界」の執筆を担当）として発
表した（「主な発表論文など」の図書①を参
照）。	 
	 
③	 2009 年度：	 
	 資 料 の 分 析 ・ 整 理 の た め に 、 SIL	 
International によって開発・公開されてい
るソフトウェア、Toolbox を導入した。また、
和訳に加えて英訳と露訳の作成を開始した。
3 月には、ロシア、マガダン州マガダン市で
現地調査を実施し、これまでに得られた資料
の理解に不可欠な歴史的背景に関する調査
をおこなった。	 
記述研究に関しては、(1)	 関係節構造と関

係節に現れるいくつかの動詞形式（動詞分詞
形）の使い分け、(2)	 いわゆる名詞句外所有



構文と呼ばれる構造、の 2つの問題に関する
分析と考察を進めた。(1)(2)のいずれについ
ても、日本言語学会において口頭発表をおこ
ない（「主な発表論文等」の学会発表②④を
参照）、さらに、(1)については論文「コリマ・
ユカギール語の関係節における３種類の分
詞」としてまとめた（「主な発表論文など」
の雑誌論文③を参照）。	 
	 
④	 2010 年度：	 
	 2009 年度に引き続き、Toolbox を用いた資
料の分析と整理、英訳・露訳の作成を進め、
その中から民話 1編に文法分析を付して論文
として発表した（「主な発表論文など」の雑
誌論文①を参照）。	 
	 記述研究に関しては、まず、通言語的な観
点から、他言語の研究者と議論を重ねた上で、
文法全体の概要を文法スケッチとしてまと
めた（「主な発表論文など」雑誌論文②を参
照）。また動詞の分詞形に関する前年度の成
果をさらに発展させ、研究発表をおこなった
（「主な発表論文など」の学会発表①を参照）。
そのほかにも、いわゆる非定形動詞の機能と
非 独 立 的 な 節 の タ イ プ 、 所 有 接 辞
（proprietive	 suffix）の機能と所有構文に
関する分析を進めた。これらの分析の成果に
ついては、学会発表・雑誌論文の形で順次、
成果を発表してゆく予定である。	 
	 また、3 月にはロシア、トムスク州のトム
スク国立教育大学において調査を実施し、日
本では入手困難な文献資料を収集するとと
もに、今後の共同研究の可能性を探るため、
同大学におけるシベリア少数言語の研究者
と交流を図った。	 
	 
⑤	 現地調査および資料の収集、分析と整理
に関して：	 
	 本研究課題では、当初 4 年間で 10 ヶ月程
度の現地調査をおこない資料を収集する計
画であったが、ビザ取得が近年困難になった
こと、ロシア国内での物価の上昇、および話
者の高齢化と減少など、いくつかの要因が重
なったため、計画を修正し調査期間を大幅に
減らさざるをえなかった。したがって、資料
の量の点からは当初の目標を達成すること
ができなかったが、その整理・分析に関して
は、Toolbox の導入により順調に作業を進め
ることができた。現在は、英訳と露訳を作る
作業を継続し、資料の公開を目指している。	 
	 
⑥	 文法記述に関して：	 
	 文法記述については、曲がり形にも総合的
な文法記述をまとめることができたこと、年
度ごとに様々な文法現象をとりあげて考察
をおこない、新たな知見を得ることができた
ことから、期待された成果は達成できたもの
と考えている。	 
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